【新潟間税会長賞】
税金が支える私たちの生活
　　　　 

新潟市立横越中学校　
　　３年　残間　寧　
私は今まで、税金についてあまり深く考えたことがありませんでした。買い物をすると消費税を払うことや、大人が税金を納めていることは知っていましたが、それがどのように使われているのかはよく知りませんでした。しかし、学校で税について学んだことで、税金は私たちの生活にとても身近な存在であり、多くの人の暮らしを支えている大切なお金だということを知ることができました。
私たちは毎日学校に通い、教室で授業を受けています。教室の机や椅子、黒板、エアコン、体育館や図書室など、普段何気なく使っているものも多くあります。教科書が配られたり、安全に学校生活を送れたりすることも当たり前だと思っていました。しかし、それらには税金が使われていることを知り、もし税金がなければ今のような環境で勉強することは難しいのではないかと思いました。今まで当たり前だと思っていたことが、実は多くの人が納めた税金によって支えられていることに気付きました。
学校だけではありません。家の近くの道路や信号、公園、ごみの回収なども税金によって支えられています。私たちが安心して生活できるように働いている警察や消防、救急車なども税金によって運営されています。火事や事故、病気などはいつ起こるか分かりません。そんな時に助けてもらえる仕組みがあるのは、とても安心できることだと思います。
一方で、税金については「できれば払いたくない」と思う人もいると思います。私も自分のお金から引かれると考えたら、もったいないと感じてしまいます。しかし、税金があることで学校や病院、道路などが整えられ、みんなが安心して生活できる社会になっていることを考えると、税金には大切な役割があると感じます。一人一人が少しずつ負担することで、多くの人が利用できるサービスが成り立っているのだと思いました。
また、税金は子どもから高齢者まで、さまざまな人の生活を支えるためにも使われています。子育てや福祉、防災対策などにも税金が使われていることを学びました。自分にはまだ関係ないと思っていたことでも、実際には家族や地域の人たちの生活につながっていることが分かりました。もし税金がなければ今より生活しにくい社会になってしまうかもしれません。
私はまだ税金を納める立場ではありませんが、数年後には働き始め、税金を納めるようになると思います。そのときには、税金はただ払うだけのお金ではなく、社会全体を支え、自分たちの暮らしにも返ってくる大切なお金だということを思い出したいです。そして、税金がどのように使われているのかにも関心を持ち、自分も社会の一員として責任ある行動をしていきたいです。
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